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加速器駆動システムにおいて未臨界度をオンラインモニタリングするシステムの開発を行った。製作し

たシステムを用い、京都大学臨界集合体（KUCA）において、その応答評価試験を行った。 
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1. 緒言 本研究では、加速器駆動システム（ADS：Accelerator-Driven System）の基礎基盤技術の確立に向け

た研究の一環として、未臨界度をオンラインモニタリングするシステムの開発を行った。ADSでは、常に

未臨界であることが担保されていなければならず、これをオンラインでモニタリングするシステムが必要

不可欠となる。すでに Iwamotoらによって、パルス中性子法（PNS: Pulsed Neutron Source）に基づく未臨界

度のリアルタイムモニタリングがデモンストレーショ

ンされている[1]。今回は、PNS法に加え、炉雑音法で

ある Rossi-法をリアルタイムかつオンラインで実施

するシステムを構築し、その評価試験を行った。 

2. 評価試験 今回構築したオンライン未臨界度モニタ

リングシステムは、検出器として透明樹脂型

Eu:LiCaAlF6中性子シンチレータを直径 12 mm、長さ約

200 mmのアルミチューブに納めたものを用いた。シン

チレーション光を光電子増倍管で電気信号に変換、さ

らに ADCによりデジタル値に変換した後、FPGAによ

り信号パルス情報（検出時刻、立ち上がり時間、波高

値）を抽出後、PC に転送している。PC で得られたパ

ルス情報を集計し、リアルタイムに中性子パルストリ

ガを基準とした計数率時間変化ヒストグラムおよび信

号時間間隔のヒストグラムを生成し、それらから即発

／遅発中性子面積比および即発中性子減衰定数を抽

出した。KUCA-A 架台と FFAG 加速器を用いた ADS

実験を行った結果[2]を図１に示す。これは 5秒毎に未

臨界度計測をしたものであるが制御棒パターンの変化

に追随した結果が得られていることがわかる。 
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図１ オンラインモニタリングシステムで得られ

た中性子計数率および動特性パラメータの

時間変化 
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